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政策調整会議の概要 

開催日 平成22年5月6日（木） 

 

◎項  目 

１ 障害者施設への印刷物等発注（福祉版アウトソーシング）について【地域福祉部】 

２ 高知県暴力団排除条例（案）について【警察本部】 

３ 各部局等の主要な取り組みについて【各部局等】 

 

◎内  容 

１ 障害者施設への印刷物等発注（福祉版アウトソーシング）について【地域福祉部】 

  地域福祉部から、障害者施設への印刷物等発注について説明後、意見交換を行った。 

【概要説明】 

 ・県内の障害者施設へ、特に印刷物等の発注をお願いしたい。 

・発注可能な業務は、文書の印刷業務の他、丁合いやホッチキス留め業務、封筒のあて名シール作成等。 

・発注業務の条件は、市町村や法人への通知文書、説明会・研修会への配付資料、名刺等。原稿は、電

子データか紙ベース。納期は、発注から5日程度。 

 ・障害者施設の工賃の状況は、平成20年度が月1万5,595円で全国4位。平成19年度より519円上乗

せになっている。平成19年度は1万6,113円で、全国1位だった。全国比較としては、平成20年度の

全国ベースは月1万2,587円で、全国より高いベースである。工賃が減少した施設が13施設、増加した

施設が29施設あった。 

 ・県としては、工賃アップに向けて、工賃倍増5カ年計画とし、平成19年から平成23年度の目標では

平成18年度の月額平均工賃1万6,000円を倍額の3万2,000円にしていこうと取り組んでいる。 

 ・具体的には、施設へ経営コンサルタントを派遣して経営診断を行ったり、工賃アップのための助言・

提案、研修や施設の製品等のＰＲと共同実務の仕組みづくりを進めている。 

 ・県や高知市からは発注ができているが、各市町村はまだ発注できていない状況にある。 

 ・印刷業務にかかわらず、例えば土木部であれば花木の植栽等、可能な範囲で利用していただきたい。 

・問い合わせは障害保健福祉課の就労支援チームへ。 

【意見交換】 

 ・印刷物の他に、例えばテープ起こしは受注しているか？ 

 →今のところはやっていない。 

・障害者雇用と同じように、発注についてもできるだけ気配りをするようよろしくお願いしたい。（副知

事） 

 

２ 高知県暴力団排除条例（案）について【警察本部】 

  県警本部から、高知県暴力団排除条例（案）について説明後、意見交換を行った。 

【概要説明】 

 ・条例案については、関係部局への説明や個別協議、外部有識者諮問を経て作成した。 

 ・概要と案文は、企画会議の所属と、1月27日の説明会に参加した関係部局等に個別の意見聴取と協議

を行っていきたい。 
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 ・予算が伴うものは財政課と協議中であり、条例案文は、法務課と事務レベルの擦り合わせを行ってい

る。この個別協議結果については、来週の政策調整会議、企画会議で報告する。 

 ・「県の事務事業からの暴力団排除措置」として、公共工事、公営住宅、生活保護、県有財産、指定管理

者は、それぞれの要領・要綱に暴力団排除条項があるし、県と県警との情報提供の合意書、協定書もで

きている。ただ、物品等の購入、修理及び借入、役務の提供や財産及び金銭の貸付に係る契約等、県が

当事者となる契約について、暴力団排除条項が未整備なものは、この条例の第6条に基づいて、関連す

る要領・要綱・契約書等に暴力団排除条項を整備していきたい。 

・また、包括的な合意書を締結し、契約相手方が暴力団かどうか照会・回答を行うことで、介入ができ、

すべての事務事業から暴力団、暴力団関係者を排除できるというような仕組みをつくっていきたい。 

 ・9 月議会で条例案が可決され、制定された後は、市町村条例の働きかけを行い、市町村の事務事業か

らも暴力団を排除していくといった取り組みをしていきたい。 

 ・関係所属との個別協議等終了後、5 月中旬頃から 1 カ月間パブリックコメントを募集しながら、関係

部局との最終調整を行い、さらに関係機関や団体への説明を行っていきたい。 

 ・9月議会の条例草案の提出期限が7月12日なので、それまでにこの案文をまとめていきたい。 

【意見交換】 

 ・未整備の事務事業は条例ができてから整備していく予定か。 

 →同時進行の予定。来年4月1日の施行日までに整備していきたい。これまで、契約や要項・要領の中

に暴力団を排除する条項等を盛り込んでいくという働きかけができていなかったので、この際、すべて

に盛り込んでいきたい。現在、会計管理課や管財課等といろいろ協議を進めているところ。 

 

３ 各部局等の主要な取り組みについて【各部局等】 

  平成22年5月の各部局の主要な取り組みについて、各部局から説明を行い、意見交換を行った。 


